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1　は　じ　め　に

シdサローバは蛋白含量が高く，家畜の噂好性が高いた

めにマメ科牧草の中でも極めて重要な草種である。さらに

共生する根粒菌の働きにより空中窒素を固定する機能を保

有し，その固定量は年間30－300kg／haであるとの報告】）

がなされている。しかしシロクローバの生存率は草地の生

態的条件∴施肥管理条件及び経過年数等の要因で消滅する

傾向が多くみられる。既に大糞型シロクローバについて窒

素成分がシロクローパの個体の永続性に影響を及ぼすこと

を明らかにした2）。ここでは中葉型及び小葉型品種につい

て刈取り回数を多くしてイネ科による被覆の影響を排除し

た条件下でのシロクローパの生存に及ぼす窒素の影響を解

明し，加えて窒素に対する品種間差異を明らかにする。

2　試　験　方　法

供試品種・系統：シロクローバ8系統・品種；小葉型；

東北17号，東北21号．ケントワイルド，中葉型；東北18号

～東北20号，フイ7，マキバシロ，イネ科：オーチャード

グラス1品種；中生マキパミドリ。播種量：イネ科；1．5

g／坑　シロクローバ；0．3g／吼　播種法；オーチャー

ドグラスとシロクローバの混揺（散播），播種期：1988年

8月20日。試験区制：乱塊法4回反復，1区面積：4．5吼

3施用水準：NO区：0－9－9，N9区；9－9－9，

N18区；18－18－18（N－P205－K20）k／10a，均等

分施。調査法：1990年から1992年まで年間8回，3～5cm
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図1窒素施用量とシロクローバ率（年間平均）
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の高さで刈取りを行い，各プロットより0．25汀fx2のサン

プルを採取しオーチャードグラスとシロクローバに分けた。

クローバ率は乾物重量比で算出した。

3　試　験　結　果

シロクローバ8品種・系統をオーチャードグラスと混播

し窒素施用量3水準で年間8回の刈り取りを行った。図1

に利用1年目と3年目の窒素施用量の増加に伴う変動を示

した。NO区では40％以上の値を示したが，施用量の増加

にともないクローバ率は直線的に減少し，N18区ではNO

区の半分の値であった。さらに経年によりシロクローバ植

物の密度が減少し，3年目では各処理区とも初年日よりク

ローバ率は低下した。NO区においてとくに経年化に伴う

クローバ率の減少が大きかった。

窒素施用量の違いによる各番草のクローバ率の変動を図

2に示した。クローバ率の変動は処理問で異なり，NO区

では2番草でもっとも高いクローバ率を示し，以後の番草

では漸次低下した。N9区とN18区では2番草でクローパ

率は高く，3番草でやや低くなり以後漸増し，8番草まで

窒素2処理区は平行的に変動した。NO区のクローバ率が

全番草で高く，N18区が最も低かった。窒素施用量のクロー

バ率に対する影軌ま2番草で処理間差が大きくなり，後期

番草でその差異は′トさくなる傾向がみられた。

供試したシロクローバ8品種系統の中で小葉型と中葉型

の代表的な各2品種の窒素施用量の増加に対する反応を図

3に示した。全品種が窒素施用量に反比例してクローバ率
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図2　窒素施用量が各番草のシロクローバ率に及ぼす効果
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図3　窒素施用量とシロクローバ率の品種間差

（年間平均）は低下した。各窒素施用水準でシロクローバ

率に品種間差異が見られ，中葉型マキバシロは有意に中葉

型フイア，小葉型2品種より高いシロクローバ率を示し，

N18区でも約30％の値を示した。窒素処理による品種間の

交互作用はみられず，NO区で高いクローバ率を示す品種

が高窒素施肥水準においても高いクローバ率を示す傾向が

見られた。小葉型2品種間でもクローバ率に有意差が見ら

れたがN18区では品種間差はなかった。中葉型マキパシロ

は多窒素施用条件下でもクローパ率は高く維持され高度の

窒素耐性を示し．その他の品種系統は窒素による生育阻害

を受け易いことが明らかになった。

窒素施用垣の増加に従い葉柄長は伸長する傾向にあるが，

仲良率とシロクローパ率との間に相関関係は見られなかっ

た（図4）。マキバシロはN18区でも最長の葉柄長を示し

たが伸長率は小さかった。

4　ま　と　め

小葉型シロクローバ品種の消滅の要因を明らかにするた

めに，オーチャードグラスと混挿し窒素施用量を3水準，
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図4　窒素施用量と葉柄長の伸長率

年間8回の刈取りを行い，シロクローバの生存に及ぼす影

響を明らかにした。8品種・系統は窒素施用量の増加とと

もに，クローパ率（年間平均）が低下した。さらに利用1

年目より利用4年目においてシロクローパ率は各施用量水

準で著しい低下を示した。シロクローパの消滅の程度は8

品種間で差異がみられ中葉型マキバシロが各処理で最も高

いクローバ率を示し∴窒素肥料に対する耐性が8品種の中

では強いことが明らかになり，そのはかの品種は窒素によ

る生育阻害がみられ個体の密度が低下することが明らかに

なった。葉柄長の伸長率と窒素によるシロクローパ率の減

少率との間には一定の関係はみられなかった。
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